
小学校における古典への学習意欲を喚起する授業づくり

-5年生実践「心に響く古典を表現しよう」より～

湯浅明菜

5年生以前にも，和歌や昔話など古典に触れてきた子どもたち。しかし， 5年生の教科書では，「竹取物語」「平

家物語」などが教材として取り上げられており，中学，高校と続く古典文学の学習との出合いとも言える。声に

出して読むことに抵抗を感じている高学年の子どもたちが，声に出して古典作品に親しむことができるような実

践を行った。単元名を「心に響く古典を表現しよう」とし， (1)グループによる音読 (2) ICT機器の活用

を研究方法の重点とした） 仲間と共に何度も声に出して読み，タプレット端末を用いて自分たちの読みを聞き返

しながら音読を進めていくことをとおして，古典作品に出てくる言葉の響きやリズムに興味を示し，自ら進んで

音読することを楽しむ子どもの姿を見ることができた。
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1. 研究目的

本研究は，小学校において古典学習への意欲を喚起

する授業づくりを目指すものである。

2016年度の実践研究においても，学習意欲を高めら

れる古典学習の単元づくりを行った。子どもにとって

自然な学習展開にするために，前単元とつなげた学習

展開にすることにより達成することができた（湯浅

2016)。また，子どもが主体的に学ぼう とするには学

習の動機づけとなる導入が重要であることが分かった

。一方で，声に出して読む部分が少ないことが課題と

なった。 しかし， 言葉の響きは古典作品の大きな魅力

の一つである。

そこで，本稿では， 2018年度5年生における「心

に欝く古典を表現しよう」（主教材「古典の世界（一

）」平成27年度版光村図書五）の実践から，子どもが

自ら進んで古典を声に出してみたくなるような授業づ

くりについて考察する。

2. 研究方法

古典作品を読み，グループの仲間と一緒に音読した

り，録音して聞き直したりする活動を行うことで，古

文の言葉の響きやリズムを楽しもう とし， 古典への関

心意欲を高めることができると考えた。

子どもから「古典って楽しい」という思いを引き出

せる学習活動とするため， (1) グループによる音読

(2) I CT疇の活用に重点を置いて研究を行っt4

2. 1. グループによる音読

音読への意欲が高くない子どもがいる実態をふまえ，

個人での音読に加え，グループで音読するようにした。

「竹取物語」「平家物語」「徒然草」「おくの細道」の

中から，グループで音読の練習をするものを 1つ選ば

せる。仲間と一緒に活動することで，音読への関心が

あまり高くない子どもも何度も読んだり， 1つを選ぶ

ために古典作品の魅力について話し合ったりすること

ができるようにした。

2. 2. I CT機器の活用

音声表現では， ICT機器を有効に活用することが

できる。本実践では， NHKfor schoolの動画コン

テンツとタプレッ ト端末を活用した。

2. 2. 1. 動画コンテンツによる古典作品との出合

ぃ
教科書に取り上げられている「竹取物語」「平家物語」

「徒然草」「おくの細道」 の冒頭部分を主教材とした。

NHK for schoolの動画コンテンツを活用し，まず

は耳から作品に出合わせた）

最初に出合わせた「竹取物語」では，一枚の挿絵を

提示し，それを見て気づくことを話し合った。その中

で作中の言葉にも注目し始め， 自然と古典の言葉を声

に出し始められるようにする。そして，教科書の本文

を読み， 「ここが言いにくい」「言えた」という言葉を

引き出し，「言えるようになりたい」と何度も声に出し

てみる姿を目指した。

2. 2. 2. タブレット端末で自らの音声表現の省

察を促す

タブレット端末を用いて音読を録音し，自分の読

みを確認しながら何度も読もうとする姿へつなげ

た。また，単元の前半と単元終末に子どもたちの音読

を録音し， 自分の読みを比べた。

録音に当たっては，学習支援アプリを使用した。本

校では，タブレット端末が，学年で共有の 30台が配置
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されている。使用した学習支援アプリは，操作が子ど 教科書を開いて読み始め，「ここが言いにくい」「言え

もにとって比較的容易で，クラウ ド上に個人のフォル た」と何度も読んでいた。（図 1)

ダがあるため，簡単に自分の記録したものを聞き返し

たり，聞き比べたりすることができた。

グJいープ学習の際には，予めグループに 1台ずつ渡

すのではなく，教卓に置くようにし，子どもが必要な

ときに使える環境にした。子どもたちは，グループ学

習をする中で録音したいと思ったときに手に取れるよ

うにしt¼>

3. 授業の実際

3. 1. 本単元の学習過程

本単元「心に響く古典を表現しよう」は，次のよう

な流れで行った。

第1次①1枚の絵から古典の世界を知ろう。

第2次② 「竹取物語」をグループで音読しよう。

③「平家物語」「徒然草」「おくの細道」をグル

ープで音読しよう。

④4つの古典作品から，グループで音読する

ものを選ぼう。

第3次⑤5A古典暗唱大会をしよう

第5時は，「グループ音読発表会をしよう」と計画し

ていたが，子どもたちの学びの様子から，個人による

暗唱を行うことにした。

3. 2. 第1時 1枚の絵から古典の世界を知ろう

ィンターネットサイト NHKfor school内の「おは

なしのくにクラシック」にある動画「竹取物語」より，

教材となっている部分の朗読を聞くことから始めた3

古典の言葉の響きに出合う時間であるので，音声を大

切にしたいと考え，まずは映像を映さずに音声のみ聞

くようにしtee朗読が始まるとすぐ，「これ，知ってる」

「昔話や」と，つぶやきが聞こえた。1回目を聞き終

えた後聞こえてきた言葉を問うたところ，「竹」「光

る」などが出てきに 他にも「文末が『ありけり』に

なっている」と発言するなど，古典をすでに知ってい

る子どもも数人いた。

その後 2度目は映像も見ながら鑑賞した。朗読の

後に続く解説動画も見せた。そこでは 1000年以上前

に書かれた， 日本で最初の物語と言われていることな

どが紹介されていた。

そして，教科書の「竹取物語」のページを開いた。

その中の数枚の古典作品の絵から，「竹取物語」の絵を

拡大したものをホワイ トボードに貼り，気づいたこと

を話し合った。

2回目の動画鑑賞後 一人の子どもが「あんな言葉

よく言えるなあ」とつぶやいていたことを取り上げ，

自分たちにも言えるかなと投げかけた。子どもたちは
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図1音声を聞いて自分でも読んでみる姿

3. 3. タブレット端末による録音

単元の序盤と終盤で，個人の音読を録音し，単元の

終わりには自分の読みを聞き比べた。

また，第2次では「平家物語」「徒然草」「おくのほ

そ道」を， NHKforschoolの勧画コンテンツを利用し

て鑑賞し，音読表現に挑戦した。「竹取物語」「平家物

語」 「徒然草」「おくのほそ道」からグループで1つ選

び，録音をして自分たちの読み方を確かめながら練習

を重ねた。

3. 4. 第4時 4つの古典作品から，グループで音

読するものを選ぼう。

前時に一人の子どもが「おくのほそ道」を読ん

だ際，「生涯」という言葉だけが高く聞こえた。そ

こで教師が理由を尋ねたところ， 「生涯は，一生，

人生みたいな意味だから，一番大事な言葉かなと

思って，わざとそう読んだ」と，意図的に声の高

さを変えていることについて話した。そのよう

に，自分の工夫を加えることも表現の一つである

という ことを共有していた3

以下に、第4時の授業記録を示す。 3, 4人グ

ループで読む作品を話し合って決め，教師が指名

したグループが音読をした後の場面である。（医

2) 

（授業記録より）

T: 聞いてみて感想は？

あいか：みんなの声が大きくて「竹取物語」をみんな

に伝えたいというの岱云わってきた。

かいと：声がそろっていて．伝えたいって気持ちが伝

わってきた。

T:3班はどうして「竹取物語」を選んだか教えてく

ださい。

ゅうこ：何固かあるけどいい？理由は簡単に言ったら．

今¢時代にやけど.1000年以上昔にできてるけど

受け継がれているから。昔犀乃言葉やけど親しみや
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すい。

丁：今の話聞いて．質問しだいことはないですか。

さとる：親しみやすいってどういうところ墳現しみや

すいのか。

ゆうこ：他⑪乍昴は諏潤かせしてもらったことない。

たぶん。

T: 「竹取物語」はしてもらったこと力克るってことか

な。

ゆうこ： 「竹取物語」 I謡見代文で読み膨定してもらっ

た。ほぼ司じやし．読んできてもらっている方力礫見

しみやすい。

T: 読んできてもらったから親しみやすいってことね。

T: どの言葉がいいなと思うかな。

しょう：「ありけり」とか「つかいけり」とかが昔犀乃

言葉みだいな感じでいい。

T: (つぶやきを拾って）他の作昂も同じように昔風の

で言葉でいいなって思ったのはあったの。

だける：「平家物語」なんやけど．自分の班で選んで．

その理由が「猛きものもついには」の「猛き」。今で

は使わないから選んだ。これも昔の言葉でいいなっ

て話になっだから。

図2 グループでの音読をみんなで聞く

4. 授業の考察

4. 1. 導入について

授業の中で，動画から聞こえる読みをまねしようと

し，「言いにくい」「言えた」と口々に話していたこと

からも，古典の表現への興味関心をもって学習に臨む

時間となったと言えよう。

本学級ではほぼ毎日「宝物ノート」（日記）を宿題に

している。この日の宝物ノートには国語の授業のこ

とを書いている子どもが数人いた。普段，国語の授業

のことを題材にして日記を書く子どもはいない。よほ

ど楽しかったと見えた。また，音読の宿題にも食いつ

きがよく，あっという間に覚えてしまったという子ど

ももいた。

宿題の音読を家庭で聞いた保護者からも反応があり，

「懐かしい」「一緒に読みました」「中学，高校では暗

記させられて大変だった記憶がありますが，小学校で

こんな風に読めるのは楽しそうですね」と綴られてい

た。

導入で古典に対する巽味関心を高く持った子どもた

ちは，この後の学習でも，進んで声に出して読んだり，

今ではなじみのない言葉も何度も読んだりして古典作

品に親しむ姿が見られた。

4. 2. タブレット端末を用いて，グループで音読の

練習をする

単元の序盤と終盤での個人の音読や，グループで

音読の練習をする過程で録音をした。それにより，各

作品中のおもしろさに着目し，声に出して言葉のリズ

ムや響きを確かめたり，タブレット端末で音声を録音

するために何度も読んでみたりすることで，古典の表

現のおもしろさに気づくことをねらいとしt~ また，

自分や友だちの読み声を聞くことで，自分が読みたい

と思っているイメージに近づいた音読ができているか，

という自己との対話省察も生まれると考えt~

子どもたちは，歴史的仮名遣いや現代では使わ

ない言い回しに苦労しながら，“すらすら”読める

ことを目指して個人での練習その後のグループ

で読む練習に取り組んだ。当初，子どもたちの意

識は，グループで息を合わせて，ずれないように

読むことに集中していた。次第に，お互いの読み

を聞き合いながら，よりよい表現にしていこうと

する姿もみられるようになった。

仲間と一緒に活動することで，音読への関心があま

り高くない子どもも何度も読んだり， 1つを選ぶため

に古典作品の魅力について話し合ったりすることがで

きるようにした。必然的に，教科書に書かれている現

代語訳や解説文を読む姿につながった。

図3 録音した音読を聞いて確かめる

5 成果と課題

グループ学習で行うことにより，子どもたちはどの

古典をグループで発表するか決めるために，それぞれ

の作品のよさを熱心に話し合っていた。また，それに

より，一人一人が自分の選んだ作品への愛着を強め，

「お気に入りの作品」として進んで声に出していた。
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しかし，せっかく自分のお気に入り作品を持ってい

るにもかかわらず，グループで一作品に選ばなければ

ならず，自分の作品を読むことができなかったことに

より，音読への学習意欲がさらに高まったとは言えな

かった姿が見られる。

単元終了後 30人全員が「古典は楽しい」と話し

た。休み時間に，友達と並んであるきながら口ずさん

でいた「竹取物語」。「平家物語」の言葉のリズムを感

じ，体を動かしながら読み，徐々にそれぞれが考えて

振りを付け始め，互いに見合う姿。動画コンテンツで

視聴した「徒然草」の読み方を真似る姿。グループ学

習の後 「今度は自分が好きな古典を選んで，暗唱大

会をしようよ」という声が挙がり，全員の賛同を得

た。（図4)

（単元終了時の感想文）

・グループできめた古典は，わたしが自分で読みたい

なとか，これ好きやなとか思っていたのとちがう古

典だったので，グループで学習したからその古典も

覚えられてよかったなと思いました。1つ1つの古

典を時間はかかるけど練習して覚えていったら 4

つの古典がかんぺきになると思います。古典はむか

しの言葉なのでむずかしかったけど，それを練習す

るのが楽しかったです。はじめにタブレットで録音

したのは全然上手にいってなくて，たくさん練習し

て，今のほうがうまくなれていたとわたしは思い

ました。

•今日の 6時間目に古典を録音しました。 ぼくは平家

物語を選んで読んだんだけど，ぼくはふりつけを考

えたのと合わせて読みました。ふりつけがすごくお

もしろくて，Aちゃんが，録っているときにずっと

笑っていて，自分でも笑ってしまいました。平家物

語の言い方とダンスがすごく合っていていいと思い

ました。

• ぼくは，古典が好きになりました。なぜかという

と最初にやったときにつれづれ草を読んでみた

ら好きになりました。それで国語の授業とか家で

の練習とかも楽しかったし，古典をやっていたら，

たのしくて，わくわくしました。録音したのを聞い

てみたら，まえのより，今のほうがいいとわかりま

した。やったら楽しかったし， この勉強ができてよ

かったです。

・授業で最初はむずかしくてびっくりしました。宿題

で言えたら気持ちがいいと思って， 10回 20回

と練習しました。古典はおもしろいのでまたやり

たいです。聞いて，前はきおくするのでせいいっぱ

いだったけど，今はこんな感じに言ったら心にひび

くことができてよかったです。

課題としては，次のような点があげられる。

まず，暗唱大会は個人で行いたいという子どもたち

の声にもあったように，単元の進め方については課顎

が残る。個人でお気に入りを持っておきながら，第4

時においてグループで1つしか音読するものを選べな

かった。それにより，一部の子どもの強い主張により

決まってしまったり，自分のお気に入りの作品に決ま

らなかったことで音読への意欲が一時的にでも下がっ

てしまったりした子どもがいた。また， 自分のお気に

入りであれば見られたであろう探究が，グループでお

気に入り以外の作品を選ばれたことで見られなくなっ

たと思われる子の存在もある。

また，探究省察についても，より充実させられる

方法があったのではないかと考える。グループの音読

をタブレットに録音し，それを聞く際には，古典の言

葉の響きやリズムより，「グループで声をそろえる」

といった部分に目を向けている子どもたちもいた。子

どもたちとしては探究省察，探究をたどっていると

言えるが，その質について再考して研究を行う必要が

ある。

いずれにせよ，音読自体には良い印象を持っていな

い本学級の子どもたちが，お気に入り古典作品を持

ち，古典を声に出すことに親しみ，学級での暗唱大会

に向けて進んで練習し，本番を楽しんtC:,,そのような

姿からは，子どもたちの古典への学習意欲の高まりに

関して，一定の成果が表れたと言えるのではないだろ

うか。今後も，子どもの学習意欲を引き出す授業づく

りを行っていきたい。

図4 学級で暗唱大会を行い一人一人がお気に入りの古典作品を

暗唱する。
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